
  　 　 　 　 　 　 　 　       

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（手数料）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予
算
額

前年度繰越

5,869 5,687 5,839 6,785

1,828 1,915 1,776 1,795

6,749 6,785 6,794 5,480

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

引き続き、精神障がい者が安心して地域で生活できる環境を整えるため、専門的な支援を行うことができる人材の育成に努める。

目標に対
する成果
の状況

市町村への技術的援助、専門研修を目標を上回って実施し、精神障がい者へ適切な支援を行うことができる人材の育成を図っている。

 概算事業費（B（A）+C） 145,608 144,359 145,757 146,188

132,128 132,128

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの
財源

14,387 14,409

概　算
人件費

16.00 16.00 16.00 16.00

132,128

13,480 12,231 13,629

132,128

精神保健福祉関係パンフレット等の作成 直接

14,387 14,409 14,060

合計（A) 14,446

センター運営費 直接 運営事業費

14,060
1,238件

25年度 26年度

当初予算 14,446

補正予算

各精神保健福祉研修会等 直接

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績
H25 H26

（当初） （決算） （当初）

精神保健相談の実施 直接
専用電話による精神保健福祉に関する電話相談
　（心の電話相談員　2人×244日）

4,113 4,132 4,113

地域精神保健福祉の推進のため研修会、講座等 831

県が関与
する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律

課・室 保健・疾病対策課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail hokne-shippei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１　健康で長生きできる地域づくり

14,060

・精神保健福祉に関する専門機関として地域住民の精神的健康の保持増進、精神障がいの予防、適切な精神医療の推進、社会復帰の
促進、自立と社会経済活動への参加の促進のための援助を行い精神保健の向上及び精神障がい者の福祉の増進を図る。

・保健所や市町村、学校等の関係機関に対する専門的な立場からの情報提供。（H23　技術指導・援助件数：1,118件）
・精神保健福祉業務に従事する職員等を対象とした専門的研修。（H23　教育研修：84回　参加延人数4,420人）
・地域への講師派遣や情報提供等の実施。（H23　講演会等：開催8回、人数773人　精神障がい者との地域交流会：12回、人数1,858人）

成果目標の達成状況

項目

市町村等への技術指導援助

専門的研修等参加人員

事業番号 05 06 17 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 精神保健福祉センター事業 担
当
課

部局 健康福祉部

　1 保健活動の推進 実施期間 S47 ～

1,000件 1546件 達成

達成
延3,742

人
延4,000

人
4,675人

○市町村等への技術指導援助を前年度並み（1,000件程度）に実施する。
○専門的研修等参加人員を前年度並み（延4,000人程度）に確保する。
○精神保健福祉相談に適切に対応する。

Ｈ25 H26
目標

H24末
（実績） 目標 成果 達成状況

1,000件

延4,000
人

527 854

精神保健福祉ハンドブック2013
ひきこもり支援パンフレット

1,345 1,042 944

8,120 7,928 8,149

合計 14,409 13,629

mailto:hokne-shippei@pref.nagano.lg.jp

